




Ample research on envy is beginning to elucidate its characteristics, as well as its 
discordant views of the emotion. A recent meta-analytic research attempted to rectify 
this issue by distinguishing the currently discussed theories̶Malicious Envy Theory, 
Dual Envy Theory, and Pain Theory of Envy̶and empirically proposed a compos-
ite theory that comprehensively integrated the incongruous conceptualizations: the 
Pain-driven Dual Envy (PaDE) Theory (Lange, Weidman, & Crusius, 2018b). Investigat-
ing its pertinence to Asian cultures would strengthen its practicality, and we there-
fore replicated and extended a study from this pioneering article among 122 female 
Japanese undergraduates. Specifi cally, we employed structural equation modeling to 
identify which of the 4 data-driven models best fi ts the data obtained from partici-
pants’recalled state envy. Results supported the PaDE model suggesting its potential 
applicability among the Japanese population. Strong relations between PaDE and dis-
positional envy further validated this fi nding, albeit with the exception of dispositional 
benign envy and pain which thereby opens new avenues for future investigation. 
Nonetheless, extended statistical support for the recently proposed theory added to 
its external validity.







ら妬まれる」という回答もみられたという（Uchida & Kitayama, 2009）。人並みである
という感覚を伴わない（もしくは，伴わないと思われてしまう）幸せは，内集団におけ











ま，別の感情へと偽装もしくは転成を遂げるとの指摘もある（Smith, 2013 澤田訳 2018; 







マンスの停滞をもたらすことも知られている（Duff y, Shaw, & Schaubroeck, 2008; Hill, 










ンスを悪化させるとの指摘（Duff y et al., 2008）とも矛盾しない。
このように，これまでの研究では，妬みが種々のネガティブな帰結をもたらすとい
う見解が大勢を占めていた。しかし近年では，妬みのポジティブな側面にも光が当て
られるようになった（Lange & Crusius, 2015; 澤田, 2010; 上野・陶山・小塩, 2018; Van 
de Ven, Zeelenberg, & Pieters, 2009, 2011）。そもそも英語では「envy」のみで表され
る妬みも，日本語では「妬み」と「羨み」，オランダ語では「afgunst（malicious envy: 
悪性妬み）」と「benijden（benign envy: 良性妬み）」と称され，両者には別々の意味合




















Smith & Kim, 2007）。また，これは悪性妬みに限ったことではなく，良性妬み状況でも，




ることが明らかにされており（Takahashi, Kato, Matsuura, Mobbs, Suhara, & Okubo, 
2009），妬みに苦痛が伴うことは間違いない。そのため，こうした痛みを和らげるために，





ない。こうした状況にあって，Lange, Weidman, & Crusius（2018b）は，これまでの
研究を，大きく3つの理論に整理している（Figure 1）。すなわち，悪性妬み理論（Malicious 




田, 2010; 澤田・藤井, 2016）。
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Sawada & Hayama, 2012; Smith, Turner, Garonzik, Leach, Urch-Druskat, & Weston, 
1996; Van Dijk, Ouwerkerk, Goslinga, Nieweg, & Gallucci, 2006）。こうした喜びは，当
該の他者には相応しくないと思しき幸せが，後続の相応しい不幸によって是正されたと
みなされるために生じると考えられており（Smith, 2013 澤田訳 2018），とりわけ悪性
妬みによって引き起こされやすいことが明らかにされている（Van de Ven, Hoogland, 






2  ただし，Lange et al.（2018b）は，悪性妬み理論に該当する先行研究においては，悪性妬みだけではなく良性
妬みに相当する要素も散見される点を踏まえて，良性妬みの要素も含んだ包括的な理論として悪性妬み理論を捉
えている（Figure 2参照）。


























（Cohen-Charash & Mueller, 2007; Vecchio, 1997）。一方，挑戦とみなされると，妬まし





















Crusius, & Hagemeyer, 2016）。一方，状態的な妬みは，良性・悪性のいずれも達成動









齢は19.59歳 (SD = 1.23) であった。
材料　本研究では，以下の尺度から構成されたオンライン調査を実施した。
達成動機尺度　Lange et al.（2018b）にて使用された達成動機尺度（Achievement 








3  Lang & Fries（2006）の下位尺度名は「hope for success」であり「成功願望」とも訳出されている（田中・山内, 
2000）が，光浪（2010）にならい，本研究では「達成欲求」とした。
4  Lange et al.（2018b）の第一著者（Jens Lange氏）より尺度の翻訳許可を得た際に，OSF（Open Science 
Framework）に掲載されている項目（Lange, Weidman, & Crusius, 2018a）を推奨されたため（J. Lange, 
personal communication, May 17, 2018），本研究ではそれらを翻訳して用いることとした。












痛み 拘泥 P1. 私は，苦しめられたと感じた（私は, 煩わされたと感じた6）





良性妬み 願望 B1. 私は，Xへの強い切望を感じた




（I wanted to work harder to also obtain exactly X.）
B3. 私は，同様に揃ってXを手に入れるべく，計画を立てたかった
（I wanted to devise a plan to obtain X as well.）
見習い B4. その人は，まるで彼ないし彼女のようになる意欲を抱かせた








（I felt hostile towards the Person.）
M3. 私は，その人がXを失ってしまうように，密かに願った







業を繰り返し，日本語版PaDE尺度の最終案について承認を得た（J. Lange, personal communication, August 9, 
2018）。
6  本研究では，当該の代替項目は用いられなかった。
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Meyvis, & Davidenko（2009）によるIMC（Instructional Manipulation Check）に基づ
































Figure 2. 本研究で比較した4理論の測定モデル（Lange et al., 2018b）
分析の結果，情報量規準であるAICとBICで比較した場合，PaDE理論に基づいたモ




基づいたモデルについて，痛みと良性妬み (b = 0.41, SE = 0.14, b* = .38, p < .01)，痛み
と悪性妬み (b = 1.70, SE = 0.36, b* = .86, p < .01) の間にそれぞれ有意な正の関連がみら
れた。これらの結果はLange et al.（2018b）で得られた結果と同一であり，本研究にお
いても，PaDE理論が最も適切であることが示唆された。ただし，Lange et al.（2018b）
10  IMC設問でSatisfi ce傾向が検出された参加者30名を含めて分析した場合でも，PaDE理論が最も適切であること
が示唆されている（Table A1参照）。
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CFI TLI SRMR RMSEA [90% CI] AIC BIC
悪性妬み理論 .747 .684 .131 .170 [.145, .196] 4767.040 4855.550
双数妬み理論 .910 .885 .088 .102 [.073, .131] 4679.061 4770.254
痛み理論 .763 .697 .131 .167 [.141, .193] 4759.184 4850.377
PaDE理論 .944 .925 .074 .083 [.049, .114] 4662.692 4759.249
BeMaSおよび達成動機尺度の確認的因子分析　BeMaSと達成動機尺度について，先
行研究と同じ因子構造がみられるかを確認的因子分析によって検討した。その結果，
BeMaSについては，CFI = .945, TLI = .927, SRMR = .065, RMSEA = .087 (90% CI [.051, 
.121])，達成動機尺度については，CFI = .979, TLI = .971, SRMR = .047, RMSEA = .045 







M SD ω 1 2 3 4 5 6
1. 状態的な良性妬み 4.03 1.54 .74
2. 状態的な悪性妬み 2.66 1.85 .90 .12 
3. 状態的な痛み 3.69 1.58 .70 .36** .64**
4. 特性的な良性妬み 4.10 1.04 .87 .36** ‒.05 .00
5. 特性的な悪性妬み 2.67 1.18 .87 .08 .65** .33** ‒.08
6. 達成欲求 3.10 0.56 .80 .16 .02 .06 .33** ‒.09
7. 失敗恐怖 3.19 0.63 .77 ‒.13 .15 .24* ‒.16 .29** ‒.10





















b SE 95% CI b* b SE 95% CI b*
達成欲求 0.43 0.28 [‒0.11, 0.97] .16 0.12 0.33 [‒0.53, 0.77] .04
















11  記述統計量や信頼性，下位尺度間相関に関して，IMC設問にてSatisfi ce傾向が検出された参加者を含めた分析
でも同様の結果が得られた（Table A2参照）。ただし，相関係数の値自体はほとんど同じであるものの，サンプル
サイズの問題もあり，一部で有意な相関がみられた。
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の正の関連は，特性的な悪性妬みの高い者ほど強かった（悪性妬み高: b = 0.70, p < .01; 




b SE 95% CI b* b SE 95% CI b*
(a) 状態的な痛み 0.36** 0.09 [ 0.20, 0.53] .37 0.56** 0.07 [ 0.41, 0.70] .47 
(b) 特性的な良性妬み 0.52** 0.12 [ 0.28, 0.77] .35 0.01 0.10 [‒0.20, 0.21] .00 
(c) 特性的な悪性妬み ‒0.04 0.12 [‒0.28, 0.20] ‒.03 0.72** 0.10 [ 0.52, 0.91] .46
(a) × (b) ‒0.05 0.07 [‒0.19, 0.10] ‒.05 0.02 0.06 [‒0.10, 0.15] .02
(a) × (c) 0.03 0.07 [‒0.12, 0.17] .03 0.12* 0.06 [ 0.00, 0.24] .12







もれなく正の関連が認められた。これらの結果は Lange et al.（2018b）の研究3で報告
された相関 (r = .12－.52, ps < .05) とも類似していたが，本研究では，良性妬みと悪性
妬みの相関に限り有意ではなかった。特性的な妬みについては，良性妬みと悪性妬みに
関連がないことが確認されており（Lange & Crusius, 2015; 澤田・藤井, 2016），本研究
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CFI TLI SRMR RMSEA [90% CI] AIC BIC
悪性妬み理論 .743 .679 .123 .160 [.138, .183] 6063.313 6159.672
双数妬み理論 .907 .881 .087 .098 [.072, .123] 5966.116 6065.395
痛み理論 .773 .710 .123 .152 [.130, .176] 6046.493 6145.772
PaDE理論 .957 .942 .071 .068 [.036, .097] 5938.086 6043.205
Table A2
Satisfi ce傾向が検出された者を含めた各変数間の相関係数および記述統計量（N = 152）
M SD ω 1 2 3 4 5 6
1. 状態的な良性妬み 4.07 1.48 .72
2. 状態的な悪性妬み 2.71 1.82 .89 .14 
3. 状態的な痛み 3.67 1.54 .70 .35** .56**
4. 特性的な良性妬み 4.18 1.04 .87 .38** ‒.02 ‒.03
5. 特性的な悪性妬み 2.70 1.18 .87 .09 .68** .32** ‒.10
6. 達成欲求 3.09 0.55 .79 .18* .04 .08 .29** ‒.06
7. 失敗恐怖 3.14 0.60 .73 ‒.10 .11 .24** ‒.17* .21* ‒.08
** p < .01, * p < .05
（本学准教授，横浜国立大学准教授，元ノーザンブリティッシュコロンビア大学）
811-0250-横-P031-048_澤田.鈴木.山本様.indd   48 2019/02/26   12:22
